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例2｢まず｣から4段階で作図し3段階で完成
鉢 とゝ 上宝′ ■~-■▼.-





終 1ゝ -A i.
サ 汚さ n_
A .f･l J一I.IT･=
1こ三Lに.a.'､lヽい.L､
._)_Tj少ヤ十'r･jゴ{5
'1選 蓋竃;こ'],警
iaAO'-･Lせ･､し=_-Li又
て･1_～_Liz.il^'D.と
Bt王JL/L'･tlr3frJ/ヨi
三 三
特徴の1つ目については,児童は｢まず｣
｢次に｣l~その次に｣｢最後に｣と説明の順
番を表す百薬を用いて順序よく考えを進め
作図したり説明を患いたりすることができ
たO順序を表す言葉があることによって,
直観的に把握した四角形の2倍o)拡大図の
かき方を論理的に順序よく整理して凶や言
薬に表すことができていた.ワークシート
の使い方については,例 1･例2･例3
のようなかき込みが見られ,児童の自由な
表現 (思考)に対応することができた｡
特徴の2つRについては,ワークシー ト
の表現から,｢根拠を明らかにして説明す
る｣ことや ｢論理的に説明する｣ことが,
授禁の中でしっかりと行われたことがわか
るUその中から例 1の児塵の反応を見てみ
ると,次のようになる〔
lII
PLl角形を2つに分けて三角形にLます.
頂点lI'から胤点D'に線をひきます.,
4
こうすると,前の=i角形でやった
やり方が使えて分かりやすくなり
ますO
次に
辺B'C'を10cm引きます｡
A
なぜかというと,2値の拡大図を
かくので,5×2で10cmにな
ります｡
÷〃吠仁
C'のところを直角900にとり3cm
引きます｡
i)
拡大図は形が変わらないので,
900はそのままです｡3cmは,
2倍の拡大図なので,1,5cmX
2で3cmになります｡
==== ′
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晶裾二
D'からコンパスで6.4cmはかって
少し円をかきますo B'からも11じように
9cmはかって少し円をかきます｡2つの
円が交わったところが,A'の頂点になる
ので,線を引いて完成です｡
2倍の拡大図をかくので,3.2
i
×2で6.4cmになります｡
9cmも同じようにして,4.
2で9cmになります.,
5×l
rl
野に説明力のもう1つの要素である r行
為や視堤的な図等を用いる｣ことについて
ち,図と言葉が対応するリークシートにな
っているので,他者に説明し伝え合う学習
の際に説得力のある乱明となっていた｡
特徴の3つ目の,児童の個性に応じて考
えを表現できる (｢まず｣と ｢最後に｣の
どちらからでもかける｡)ということにつ
いてだが,実際に授業では,例4のように,
｢最後に｣からかき始める児壷も数名いた6
例4 ｢最後に｣から作図して4段階で完成
ウ ペアでワークシートを用いて,四角形
の拡大図のかきかたを説明する場面
作成した■7-シートを基にして,相手に
ワークン一･トを見せながら,ペア学習を行
い.四角形の拡大図のかき方を全員説明す
ることができた,このことが自信となり,
その後の練り卜げの場面では,自信を持っ
て発言することができていたo
また学習裸題をつくる時,前時の同形と
比較した暗には,既習塀項を活用し椀緯的
に考える力を育成することもできたu
エ 四角形の拡大図のかき方の妥当性を検
討する場面
T ではみんなが考えた四角形の2倍の拡
大図のかき方を発表して,本当に2倍
の拡大図になっているか考えよう｡
C まず頂点BDを結んで練をひきます｡
今まで三角形の拡大図を学習してきた
ので,こうすればかきやすいと思った
からです｡
C 次に辺B'C'を10cmにします｡
T なぜ 10cmにしたの｡
C 2倍の拡大図にするから,5×2で
10になるからです｡
T 対応する辺の比は2倍にしたらどうな
?
??
?
?
?
?
りますか｡
1:2になります｡
次に角C'を90 0に｣ますO
角C'は,なぜ900になるのO
拡大図は,2倍しても対応する角の)し
きさが変わらないからa
次に辺C'D'を3cmにします｡
なぜ3cmですか｡
2倍の拡大図t亡U)で 1.5×2になり
ます｡
T 対応する辺a)比はどうなりますかo
C 1 2です｡
T これで下の -_角形の2倍の拡大図がか
けまし∴が, -_JJI形のどんなかき方を
使ってかいたのですか｡
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C ｢2つの辺とその間の角｣です｡
T 次は上の三角形の2倍の拡大図のかき
方を説明してください｡
C (略)
T これで2倍の拡大図が完成しました｡
dZ町
(児虚の発言に従って教師が図を完成させる)
T 本当に2倍の拡大図になっているかな｡
C 対FL,FIする辺の比が全て等しいo(1 2)
T 対応する角も全て等しいでしょうか｡
C 角C'は等しくなるようにしたけど
あとの角は ･I.?
T もとの四角形を配りますから,対応す
る角の関係を調べてみてください｡
C (調べる)
対応する角の大きさが全て笥しくなっ
ている｡
C これは2倍の拡大図になっている｡
T 今日の勉強で,-番大切だったのは?
C 匹卜角形に対角線をひいたこと｡
C 半分に分けて考えたこと｡
C 四角形を三角形にして分かりやすくし
たこと｡
もとの形を配って対応する角の大きさが
全て等しいことを確かめた時には,｢オー｣
という歓声があがり,=_角形に分けると四
角形の拡大図がかけるということを感動を
伴って理解していた｡
[もとの四角形の角と比べているところ]
一万.2つの三角形がそれぞれ2倍の拡
大図になっているので下の図のように,仝
-▲,○-●ならば△TO-▲+●の考え
で.対応する角が等しくなるという説明を
することもできる｡ しかしこの授業では,
時間の制約や児竜の実態から考慮 して,ち
との
形を配って確かめることにしたO
このような検討を通して,根拠を明らかに
して,演緯的に考え表現する力を育成する
ことができたと思う｡
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4 成果と課題
今回使用 したワークシー トは,子どもた
ちの個に応 じた表現 (思考)や論理的で根
拠のある説明を促すために有効であった｡
｢パピルス17号｣(2010)において,黒
崎氏は,PIS A型統解力の要素を r珂!
解｣｢熟考｣｢利用｣とした上で,｢熟考｣
について,次のように述べている｡
r鵜団での振 り返りで且 自分の考えと対
立する友だちの考えがあると,どちらが数
学的な考えなのかを明純にしたいという熟
考する意欲が生まれ,理解及び思考の深化
･発展が促されやすい｡｣
本時の授業では,集同での振り返りの場
面に対立する意見はなかった. しかし理解
及び,uJL考の進化 ･発展を促すことを重視す
れば,四角形を2つの三角形に分けた後,
四角形の lつの頂点から垂線を引いて拡大
する方法と本時の方法とを ｢怖深作｣の視
点から比敏検討し,議論を行 うような授菜
の流れを考えることもできる｡今後の取り
組みとしたい｡
A'
B C
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